










要約:東京小児療育病院、みどり愛育園に入院(所)あるいは外来通院している発達遅滞児

(者)256 名、および 3 才の健常児 30 名に対して心身症的障害に関するアンケート調査を

行った。検索を行った発達遅滞児の構成は精神発達遅滞児・言語発達遅滞児が 62 名(平均

年齢 5才 7ヵ月)、肢体不自由児が 31名(平均年齢 7才 9ヵ月)、重症心身障害児(者)が 135

名(平均年齢 15 才 2ヵ月)、ダウン症児が 28 名(平均年齢 3才 5ヵ月)であった。アンケー

ト調査の結果、精神発達遅滞児・言語発達遅滞児は 24 名/62 名(38.7%)、肢体不自由児は

12名/31名(38.7%)、重症心身障害児は59名/135名(43.7%)、ダウン症児は5名/18名(17.9%)、

健常児は 7 名/30 名(23%)と各グループともに高い比率で心身症的障害を認めた。精神発

達遅滞児・言語発達遅滞児は下痢、腹痛、アトピー性皮膚炎など、肢体不自由児は腹痛、

頻尿、円形脱毛症、不定愁訴など、重症心身障害児は過緊張、発熱、嘔吐、自傷行為など、

ダウン症児は自傷行為など、健常児は発熱、嘔吐などが多く認められた。


